
Ⅲ.乳児院調査結果 (平成 20年 12月 1日現在 )

1.施設の概要について

①設置主体別・運営主体別施設数

設置主体別・運営主体別施設数

②指定管理者制度

指定管理者制度導入施設数

設置主体 運営主体

施設数 構成比 (%) 施設数 構成比 (%)

1.都道府県
●
０ 4.3

う
０ 2.6

2:市町村
晨
０ 4.3

う
ι

3.社会福祉法人
Ｅ
υ
ハ
Ｖ 84.5

4.財団法人 0 0.0 0 0.0

5.その他
ｎ
υ 10

ａ
Ｕ

無回答
●
４

う
０

´
Ｕ

●
ι

総数
ａ
υ 100.0 100.0

施設数
全施設数に
対する割合
(ll)

1.導入済み 5.2

2.導入予定 0 0.0

指定管理者制度導入済み施設の指定期間

施設数 平均 (年 ) 標準偏差

指定期間
ａ
ｕ 4.2

指定管理者制度導入済み施設の指定前の受託状況

施設数 構成比 (%)

1.受託 していた 5 83.3

2:受託していなかつた 1 16.7

総数
ａ
υ 100.0
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③施設認可定員、暫定定員

施設の認可定員数および暫定定員数

④設立年別 口認可年別施設数

設立年別・認可年別施設数

施設数
平均定員数
(人 )
標準偏差

認可定員
ご
Ｕ 29.9 15.3

平成20年度の暫定定員 56 29.4 14.3

※暫定定員は無回答施設を除いた集計 .

施設設立年 施設認可年

施設数 構成比 (%) 施設数 構成比 (%)

ん1945年
う
０ 11.2 2

1946～ 1950年 28 24.1
う
０ 31.9

1951～ 1955年 18 15.5
Ｏ
Ｏ 15.5

1956～ 1960年
う
０

う
乙

う
０

ａ
υ

●
乙

1961～ 1965年
０
０

●
Ｕ

０
０ 6.9

1966～ 1970年 12 10.3
Ｅ
υ

ｎ
υ

1971γ 1975年 12 10.3 14 12.1

1976～ 1980年
Ｅ
０ 4.3 4 3.4

1981～ 1985年 1 0.9 1 0.9

1986～ 1990年
Ｏ
ι

う
０

う
ι

1991年 1995年 0 0.0 0 0.0

1996～ 2000年
０
こ 1 0.9

2001～2005年
０
０ 6.9

０
０ 6.9

20061喜 ―
Ｏ
ι

７
′

う
０

う
ι

無回答
●
４

う
０

公
υ

●
ι

合計
´
０ 100.0 ‖ 6 100.0
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2.設備状況

①問 1′lヽ規模グループケアの施設数および延ベユニット数等       ヽ

小規模グループケアの有無およびユニット数 (問 1)

②問 2国庫補助を受けて工事を行つた施設数
国庫補助を受けて工事を行つた施設数 (平成18年 4月 以降)(問 2)

工事の内容 施設数
全施設数に
対する割合
(%)

創設工事 1 0.9

改築・増改1築工事 2

アスベス ト除去修繕 2
７
′

その他
０
４

※平成18年 4月 から現在 (平成20年 12月 )までの間で工事が完了したもの。

③問 3消防設備の設置状況

消防設備の設置施設数 (問 3)

施設数 構成比 (%)
小規模グループケアの
延ベユニツト数

施設当り
平均ユニツト数

小規模グル■プケア 有 う
０

Ｅ
Ｕ 1.41

rll規模グループケア
ー
無 75 64.7

無回答

総数
´
υ 100.0

設置済
施設数

全施設数に
対する割合
(%)

1.ス プリンクラー設備
Ｅ
υ
う
０ 30.2

2.自動火災報知設備 107 92.2

3.消防機関今通報する
火災報知設備

112
ｎ
υ
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④間4建物構造と耐震性の状況

⑤間5.1施設の敷地面積等の規模

敷地面積等の状況 (問 5.1)

建物構造と耐震性の状況 (間 4)

建物構造
1.新耐震
基準

2+分な
耐震性

3.耐震補
強済み

4耐震補
強工事を
予定

5補強等
の予定無
し

6耐震診
断未実施

(再掲 )補強等未実施数

無回答 総数5+6
補強等未実
稀 い時の1鉄筋コンクリート造 5 2 309 2

2.鉄骨造 0 0 8 40 0 0

3.鉄骨鉄筋コンクリニト造 6 1 0 0 3 30 0 0

」シクリ■トプロツク造 0 0 1 0 6 85 7 0 7

5木造 6 0 0 588 1

3.プレハブ又はプレハブ
機 の 建 物

0 0 0 1 1 50 0 1 2

7.その他 0 0 0 0 0 0

無回答 1 0 0 0 0 1

総数 5 4 2 37 7 4

施設数
平均
(ポ )
標準偏差

敷地面積 108 4,038 5,546

建築面積 106 674
Ｅ
υ

延べ床面積
ｎ
υ
ハ
υ 916 ■

■
０
０

敷地内の屋外遊技場 80
ハ
Ｖ 1,638

※無回答施設を除いた集計。

敷地面積階級別の施設数 (間 5.1)

面積 施設数 構成比 (%)

-2000nド う
０
Ｅ
υ 45.7

2001・ψ4000ぃパ 29 25.0

4001rv6000n甫
ａ
υ 5.2

6001´‐8000mパ 6.0

8001-10000m 2 1.7

10001-12000nド 1 0.9

12001r～ 10 8.6

無回答 8 6.9

合計 116 100.0
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建築面積階級別の施設数 (問 5.1)

面積 施設数 構成比 (%)

-1000hだ 92
う
０

■
′

1001'↓ 2000nド 10
●
Ｕ

2001-3000nド 3 2.6

30011ψ 4000nド 0 0.0

4001n`～ 1 0.9

無回答 10 8.6

合計
＾
υ 100.0

延べ床面積階級別の施設数 (問 5.1)

面積 施設数 構成比 (%)

-1000ロド
ハ
υ

Ｅ
０

Ｅ
υ
公
υ

1001～ 2000耐 24 20.7

2001ん3000ぷ
ｒ
υ

０
４

〓
０

3001-4000ロド 2

4001r■ 5000n膚 0 0.0

5001耐～ 1 0.9

無回答 6.0

合計 `

公
υ 100.0

敷地内屋外遊技場の面積階級別の施設数 (間 5.1)

面積 施設数 構成比 (%)

～500r 44.0

501-1000n″ 19 16.4

1001-1500,バ 5 4.3

1501'こ 2000nド 2.6

2001-2500mド 0 0.0

2501～ 3000r 0 0.0

3001ぷ～
，
′

無回答 36 31.0

合計 116 100.0
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⑥間 5.2最低基準に定められる設備

最低基準に定められる設備の床面積の状況 (問 5.2)

最低基準に定められる設備 施設数
室数又は
箇所数

1室あた
り床面積
(r)

標準偏差

1.乳児の養育に専用の室
う
０
Ｅ
υ

う
０
■
■ 38.8 27.6

2浴室 ｎ
ｖ
Ａ
υ

０
０ 9.0 4.9

3.便所
０
０
Ａ
υ

う
０
■
■
う
０ 6.4 4.0

4.寝室
ハ
υ

う
乙 28.3 22.7

5.観察室 106 129 '3.0 4.2

6.診察室 101
Ｅ
Ｕ
ハ
υ 52.8 4.6

7.病室
う
乙
０
０ 12.0

8.ほふく室 100 Ｅ
υ
“
■ 29,0 17.0

9.調理室 110
う
ι 28.2 23.2

※「亭L児の養育に専用の室」は10人未満の施設の場合のみ。

最低基準に定められる設備の必要度の状況 (問 5.2)

最低基準に定められる設備 1.必要

2.どちらか
といえば必
要

3`どちらで
もない

4.どちらか
といえば不
要

5:不要 総数

1.亭L児の養育に専用の室 50 0 0 0 0 50

2.浴室 103 0 0 0 0 103

3.便所 100 2 0 0 1 103

4.寝室 92 0 0 0 0 ●
ι
ｎ
υ

5.観察室 85 2
公
υ 0 100

6.診察室 79 10 3 3 1
ｎ
Ｖ

7.病室
Ｃ
Ｏ

企
υ 0

Ｅ
Ｕ 0 78

3.ほふく室
ｎ
ｖ 3 0 0 0 94

9.調理室 101 1 0 0 0 102
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最低基準に定められる共有設備を有する施設数 (間 5.2)

最低基準に定められる設備 施設数
全施設数
に対する
割合 (ゆ

1.乳児の養育に専用の室 4 3.4

2.浴室 4 3.4

3.便所 6
０
４

4.寝室 1
ハ
υ

5.観察室 4 3.4

6.診察室 5.2

7.病室 4.3

8.ほふく室 6
う
ι

晨
υ

9.調理室
Ｌ
０ 12.9

⑦問 5.3その他設備

その他の設備の床面積の状況 (問 5.3)

その他の設備 施設数
室数又は
箇所数

1室あた
り床面積
(r)

標準偏差

1・ 食堂
う
ι
０
０ 113 23.0 10.0

2.リ ビングルーム 4 5 20.9 19.6

3.シ ョー トステイ室
ハ
υ

う
０
●
ι 22.6 11.3

4.心理療法室
ｎ
υ
Ｏ
こ 30 14.8

ｒ
０

5:病児病後児保育室
う
０
う
ι

う
０ 23.7 16.8

6.親子生活訓練室 41
う
０
“
■ 29.3 16.3

7.年齢延長室 1 1

Ｅ
０ 0.0

8.洗濯室
う
０
ハ
Ｖ

０
０
ハ
υ 22.2 12.7

9.乾燥室
ａ
υ
●
ι

ハ
υ
Ｏ
こ 14.6

10.沐浴室
ａ
υ
月
■

′
十

Ｅ
υ

111調乳室
７
′ 9.2 9.0

12.プレイル‐ム
ｎ
υ
Ｅ
０ 80 52.4 41.6

13,サンルーム
●
ι 38 16.6 10.5
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その他の設備 (自 由記述分)の床面積の状況 (問 5.3)

その他の
｀
設備

(自 由記述分)
施設数

室数又は
箇所数

1室あた
り床面積
(耐 )
標準偏差

事務室
Ｅ
Ｕ
И
臀

う
ι 34

倉庫
う
乙
＾
Ｕ

■
′
ハ
υ
０
４

７
′

相談室
ｒ
υ

Ｅ
υ
０
０ 14

会議室
ｎ
υ
Ｏ
乙

Ｏ
Ｏ

う
０

０
０

宿直室 29 44
う
０

その他 (通路、廊下、階段 等)
●
ι

●
ι
■
■

■
■

０
０
И
十

応接室
■
■
●
ι

う
乙

０
０

０
０

設備 (機械室、ポイラー室 等) う
ι
０
４

●
４

う
０
う
０ 54

施設長室
７
′

０
０

食品庫 7 5

調理室
晨
０

●
４

０
０

０
０

集会室 13
０
０
０
０ 54

医務室
Ｏ
ι 14

ｎ
ｖ 10

学習室
０
乙

う
ι

●
４
０
０

作業室
う
乙

う
０ 12 4

総数 1,283
り
乙 32

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計した。

その他の設備の必要度の状況 (間 5.3)

その他の設備 1:必要

2.どちらか
といえば必
要

3.どちらで
もない

4.どちらか
といえば不
要

5不要 総数

1.食堂 4 1 0 0 う
ι
０
０

2:リ ビングルーム 4 0 0 0 0 4

3.シ ョー トステイ室
Ｅ
υ 2 0 1 0

ｎ
υ

4.心理療法室 23 4 0 0 0 29

5.病児病後児保育室 16
Ｅ
υ 0 0 0

う
０

6.親子生活訓練室 32 6 0 0 0 41

7.乳幼児室 1 0 0 0 0 1

8.洗濯室 90 1 0 0 0 103

9.乾燥室
ｎ
υ 2 0 0 0 公

Ｕ
●
４

10.沐浴室
う
０

０
４ 0 0 0

ｎ
υ

11.調乳室 59 1 0 0 0

12.プレイルーム 45 5 0 0 0 59

13.サンルーム 4 1 0 0 Ｅ
υ
●
ι
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その他の設備 (自由記述分)の必要度の状況 (問 5.3)

その他の設備
(自由記述分 )

1.必要

2.どちらか
とし`えば必
要

3.どちらで
もない .

4:どちらか
といえば不
要

5.不要ヽ 総数

事務室 213 14
０
４ 0 0 260

倉庫
Ｅ
υ 0 0 0 82

相談室 54
う
ι 0 0 0

ａ
υ

会議室 ヽ
う
乙 3 0 0 0 29

宿直室
，
′
●
ι 0 0 0 0 30

その他 (通路、廊下、階段 等) ０
０
う
０

０
０ 0 0 0

”
十

応接室
公
υ 4 0 0 0

“
■
０
４

設備 (機械室、ポイラー室 等) 20 1 0 0 0 う
０
う
ι

施設長室 13 1 0 0 0 18

食品庫 15 1 0 0 0
７
′

調理室 14 1 0 0 0

集会室 2 0 0 0
ａ
υ

医務室
●
乙 0 0 0 10

う
０

学習室
０
０

う
０ 0 0 0 13

作業室 7 4 0 0 0 12

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計した。

その他の設備の共有設備を有する施設数 (問 5.3)

その他の設備 施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

1.食堂 5 4.3

2.リ ビングルーム 0 0.0

3.シ ョー トステイ室 0 0.0

4:心理療法室 9
０
０

5.病児病後児保育室 1
ｎ
υ

ハ
υ

6:親子生活訓練室
“
“ 3.4

7.乳幼児室 0 0.0

8.洗濯室 14.7

9.乾燥室 5.2

10t沐浴室 2
，
′

‖.調亭L室
０
乙

７
′

12:プレイルーム 5 4.3

13.サ ンルーム 2
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その他の設備 (自由記述分)の共有設備を有する施設数 (問 5.3)

その他の設備
(自 由記述分)

施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

事務室
う
０ 19.8

倉庫
●
０

●
４

相談室 4.3

会議室
う
０ 2.6

宿直室 1 0.9

その他 (通路、廊下、階段 等)
ハ
υ

応接室 4.3

設備 (機械室、ポイラ‐室 等) 4 3.4

施設長室 1 0.9

食品庫 2

調理室 ,

う
０

公
υ

う
乙

集会室
う
０

０
こ

医務室 0 0.0

学習室 0 0.0

作業室 1 0.9

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計した。

③問6各居室における面積、定員、在籍児童数等の状況

居室における居室面積、定員数、在籍児童数など (問 6)

ケア形態 施設数

1室当り居室面積 1室当り居室定員数 1室当り在籍児童数
居室定員数当り居室
面積

平均
(市/室 )

標準偏差
均
室
平
〃 標準偏差

平均
(人/室 )

標準偏差
平均
(ポ/人 )

標準偏差

小規模グループケア以外

小規模グルニプケア

※居室面積には居室内の専用部分 (トイレ・浴室等)は含まれていない。
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Ⅳ.情緒障害児短期治療施設調査結果 (平成 20年 12月 1日現在 )

1.施設の概要について

①設置主体別・運営主体別施設数

設置主体別・運営主体別施設数

設置主体 運営主体

施設数 構成比 (%) 施設数 構成上ヒ(%)

1.都道府県
Ｅ
υ

う
０

●
ι 2 10.5

2:市町村 0 0.0 0 0.0

3.社会福祉法人 14 73.7
５ハ

υ
０
０

4.財団法人 0 0.0
ハ
υ 0.0

5.その他 0 0.0 0 0.0

無回答 0 0.0 0 0.0

総数
Ａ
Ｖ 100.0 100.0

②指定管理者制度

指定管理者制度導入施設数

施設数
全施設数に
対する割合
(ll)

1.導入済み
う
ι 10.5

2.導入予定 1 5.3

指定管理者制度導入済み施設の指定期間

施設数 平均 (年 ) 標準偏差

指定期間 2 35 0.7

指定管理者制度導入済み施設の指定前の受託状況

施設数 構成比 (%)

1.受託していた 1 50.0

2.受 託していなかった 1 50.0

総数
０
乙 100.0
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③施設認可定員、暫定定員

施設の認可定員数および暫定定員数

④設立年別・認可年別施設数

設立年別・認可年別施設数

施設数
平均定員数
(人 )
標準偏差

認可定員
０
０ 45.1 10.2

平成20年度の暫定定員 12 35.6 11.2

※認可定員および暫定定員とも無回答施設を除いた集計。

施設設立年 施設認可年

施設数 構成比 (%) 施設数 構成比 (%)

～1945年
ｎ
υ 100.0

０
０ 94.7

1946～ 1950年 0 0.0 0 0.0

1951～ 1955年 0 0.0 0 0.0

1956～ 1960年 0 0.0 0 0.0

1961ん 1965年 0 0.0 0 0.0

1966～ 1970年 0 0.0 0
′
0.0

1971～ 1975年 0 0.0 0 0.0

1976ん 1980年 0 0.0 0 0.0

1981～ 1985年 0 0.0 0 0.0

1986～ 1990年 0 0.0 0 0.0

1991～ 1995年 0 0.0 0 0.0

1996～ 2000年 0 0.0 0 0.0

2001～2005年 0 0.0 0 0.0

2006年γ 0 0.0 0 0.0

無回答 0 0.0 1

う
０

晨
υ

合計
ｎ
υ 100.0 100.0
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2.設備状況

①問1ケア形態別の施設数および延ベユニット数等

②問 2国庫補助を受けて工事を行つた施設数

国庫補助を受けて工事を行つた施設数 (平成18年 4月 以降)(問 2)

工事の内容 施設数

全施設数に
対する割合
(ll)

創設工事
Ｏ
ι 10.5

改築 口増改築工事 1 5.3

アスベス ト除去修繕 0 0.0

その他 1 5.3

※平成18年 4月 から現在 (平成20年 12月 )までの間で工事が完了したもの。

③問3建物構造と耐震性の状況

ケア形態別の施設数および延ベユニット数等 (問 1)

ケア形態 施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

延ベユニット数
又は延べ箇所数

施設当り平均ユニ

'卜数又は箇所数

大舎 78.9

中舎 1 5.3

小舎 4 21.1

小規模グルニプケア 3 15.8
■
， 1.33

建物構造と耐震性の状況 (問 3)

建物構造
1 新耐震
基準
2+分な
耐震性

3.耐震補
強済み

4.耐震補
強工事を
予定

5.補強等
の予定無
し

6.耐震診
断未実施

(再掲)補強等未実施数

無回答 総数
5+6
補強等未実
権

m界守不ヨ
施欽割合
(%)

1鉄筋コンクリート造 1 1 0 1

と鉄骨造 6 0 0 0 6

〕.鉄骨鉄筋コンクリート造 1 1 0 0 2

:.コ ンクリートプロック造 1 0 0 0 1

'木
造 2 1 0 0 0 3

〕ブレハプ又はプレハフ
機の建物

3 0 0 0 3

ア。その他 2 0 0 0 2

無 回答 0 0 0 0 0 0

7 : 1 0 1
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④間 4.1施設の敷地面積等の規模

敷地面積等の状況 (間 4.1)

施設数 勁
ｍ

標準偏差

敷地面積
０
０

●
ι
Ａ
Ｖ
■
，

う
０
ハ
υ
“
■

０
０

建築面積
７
′

ハ
Ｖ
“
■

延べ床面積
ｎ
υ

０
０

ハ
υ 3,132

敷地内の屋外遊技場 10 3,014 6,016

※延べ床面積以外は無回答施設を除いた集計。

敷地面積階級別の施設数 (間 4.1)

面積 施設数 構成比 (%)

^′ 2000ロイ 2 10.5

2001-4000ロド 2 10.5

4001-6000nド 3 15.8

6001-3000nド 1

う
０

Ｅ
υ

8001´‐10000mr 0 0.0

10001-12000nド
う
０ 15.8

12001rr―
０
０

ａ
υ
う
０

無回答 1

う
０

Ｅ
υ

合計 100.0

建築面積階級別の施設数 (間 4.1)

面積 施設数 構成比 (%)

-1000nバ ａ
υ

´
Ｕ

う
０

1001-2000nド 8 42.1

2001-3000nド
う
０ 15.8

3001■‐4000nド 0 0.0

4001 rF～ 0 0.0

無回答
０
４ 10.5

合計
ｎ
フ 100.0
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延べ床面積階級別の施設数 (間 4.1)

面積 施設数 構成比 (%)

～1000ぷ 0 0.0

1001-2000nド
０
０

０
４
■
■

2001～ 3000耐 ０
０

ａ
υ
う
０

30011V4000nド
う
乙

Ｅ
υ

Ａ
υ

4001-5000nド 0 0.0

5001r～ 2 10.5

無回
1答

0 0.0

合計
ｎ
υ 100.0

敷地内屋外遊技場の面積階級別の施設数 (間 4.1)

面積 施設数 構成比 (%)

～500ぽ 4 21.1

501-1000nκ
う
乙 10.5

1001´ψ1500Лド 0 0.0

1501-2000nド 0 0.0

2001-2500nド 2 10.5

2501´Y3000nバ 0 0.0

3001ポ～ 2 10.5

無回答 47.4

合計
ハ
Ｕ 100.0
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⑤間 4.2最低基準に定められる設備

最低基準に定められる設備の床面積の状況 (間 4.2)

最低基準に定められる設備 施設数
室数又は
箇所数

1室あた・
り床面積
(r)i

標準偏差

1.児童用居室
う
０ 16.4 3.4

2.浴室 19 11.8 10.4

3.便所 19 124
ｎ
υ 5.1

4,調理室
０
０

う
０
う
０ 33.0 17.9

5:静養室 23 12.3 2.8

6=医務室 1514 3.9

(再掲)静養室+医務室
ｎ
υ 40 13.6 2.8

7.観察室
０
０ 24 11.3 4.8

8.心理検査室
ｎ
υ 25 13.9 7.3

9:相談室
０
０ 26 15.0 6.7

10.工作室
０
０ 33.1 ‖.6

最低基準に定められる設備の必要度の状況 (間 4.2)

最低基準に定められる設備 1必要
2どちらか
といえば必
要

3どちらで
もない

4どちらか
といえば不
要

5.不要 総数

1.児童用居室 19 0 0 0 0 19

2.浴室 19 0 0 0 0 19

3.便所 19 0 0 0 0 19

4.調理室
ｎ
ｖ 0 0 0 0

ｎ
ｖ

5.静養室 15 1 0 0 1

6.医務室 0 0 0 0

(再掲)静養室+医務室 16 0 0 0 0
公
Ｕ

7.観察室 14
う
０ 1 0 0 18

8.心理検査室 2 0 0 0
Ｏ
υ

9.相談室 17 1 0 0 0 18

10.工作室 :5 2 0 0 0
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最低基準に定められる共有設備を有する施設数 (間 4.2)

最低基準に定められる設備 施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

1.児童用居室 0 0.0

2.浴 室 1

3.便所 0 0.0

4.調理室
う
０ 15.8

5:静養室 1 5.3

6:医務室 1 5.3

(再掲)静養室1医務室 1
う
０

7.観察室 1

8.心理検査室 0 0.0

9.相談室 0 0.0

10.工作室 1 5.3

⑥間 4.3その他設備

その他の設備の床面積の状況 (間 4.3)

その他の設備 施設数
室数又は
箇所数

た
積動繭
ｍ

ｌ

り

標準偏差

1.食堂
ｎ
ｖ 82.2 39.1

2.リ ビングル=ム 5 14 42.4 16.3

3.心理療法室
Ｅ
υ

う
０
●
４ 32.0 36.2

4病児病後児保育室 0 0 0.0 0.0

5.親子生活訓練室 10
公
υ 22.3

０
乙

6.通所部門
０
乙

Ｅ
０ 22.9 ａ

ｕ
ｎ
υ

7.洗濯室
Ｅ
υ 32 12.0 ａ

υ
０
０

8.乾燥室 5
，
′ 16.7 11.9

9.プレイル‐ム 14 30.3 14.5

10.サ ンルーム 1 1 126.0 0.0
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その他の設備 (自 由記述分)の床面積の状況 (間 4.3)

その他の設備
(自 由記述分)

施設数
室数又は
箇所数‐

1‐室あた
り床面積
(r)

標準偏差

事務室 10
う
０
■
■

●
乙

会議室 10
Ｅ
υ
う
０

Ｅ
υ

施設長室 7 19

宿直室 5 10 12
Ｅ
υ

倉庫
Ｅ
Ｕ 16 10

晨
υ

その他 (通路、廊下、階段等) 3
Ｅ
υ
И
リ

う
０
■
，

応接室 3 3
７
′

自活訓練室 3 6 31 12

食品庫
う
０ 3

ご
υ

●
ι

総数
Ｅ
υ 150 28

う
ι

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計 した。

その他の設備の必要度の状況 (間 4.3)

その他の設備 1.必要

2.どちらか
といえば必
要

3:どちらで
もない

4.どちらか
といえば不
要

5.不要 総数

1.食堂
，
′ 0 0 0 0 19

2.リ ビングルーム 4 1 0 0 0
Ｅ
υ

3.心理療法室 i4 1 0 0 0
Ｅ
υ

4.病児病後児保育室 0 0 0 0 0 0

5.親子生活訓練室 8 1 0 0 0 10

6.通所部門 1 0 0 0 0 2

7.洗濯室 14 0 0 0 0 15

8.乾燥室 4 1 0 0 0 5

9.プ レイルーム 2 0 0 0 14

10サンルーム 1 0 0 0 0 1

38



その他の設備 (自 由記述分)の必要度の状況 (間 4.3)

その他の設備
(自 由記述分 )

1.必要

2.どちらか
といえば必
要|

3.どちらで
もない

4.どちらか
といえば不
要

5.不要 総数

事務室
Ｅ
υ
う
ι

う
ι 0 0 0

う
ι

会議室
ｎ
υ 0 0 0 0

ｎ
フ

施設長室 1 0 0 0

宿直室
Ｅ
Ｕ 0 0 0 0

Ｅ
０

倉庫
Ｅ
υ 0 0 0 0

Ｅ
υ

その他 (通路、廊下、階段等) 3 0 0 0 0
う
０

応接室 2 0 1 0 0 3

自活訓練室
う
０ 0 0 0 0 3

食品庫
う
０ 0 0 0 0

う
０

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計した。

その他の設備の共有設備を有する施設数 (間 4.3)

その他の設備 施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

1:食堂 15.8

2.リ ビングルーム 0 0.0

3.心理療法室 0 0.0

4.病児病後児保育室 0 0.0

5.親子生活訓練室 0 0.0

6.通所部門 0 0.0

7.洗濯室 1

8.乾燥室 0 0.0

9.プ レイルーム 0
ハ
υ

Ａ
υ

10.サ ンルーム 0 0.0

その他の設備 (自 由記述分)の共有設備を有する施設数 (間 4.3)

その他の設備
(自 由記述分 )

施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

事務室
う
４ 10.5

会議室
う
乙 10.5

宿直室 1

※自由記述された設備名のうち、主なものを集計した。
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⑦間4.4通所部門における設備

通所部門を有している施設の床面積の状況 (間 4.4)

通所部門の内訳 施設数
室数又は

箇所数

1室あた
り床面積
(ぷ )

標準偏差

学習室 4
Ｅ
υ

ｎ
υ
●
乙

０
０

面接相談室 4
０
０

０
０ 4

心理相談室
つ
乙

ｎ
υ
う
乙 10

カウンセリング室 1

０
４ 14

パティオ 1 1 40

プレイルァム 1 | 28

応接室 1 1
Ｅ
υ
Ｏ
ι

観察・編集室 1 1 8

観察室 1 1

う
０

敦室 1

う
０

う
０
う
０

研修室 1 1

０
乙
Ｅ
Ｕ

工作室 1 1 24

指導室 1 :

Ｏ
ι
●
ι

事務室 1
●
ι

７
′
う
０

集団療法室 1 1 52

心理検査室 1 1

公
υ

静養室 1 1 14

倉庫 1
う
ι

７
′

調理実習室 1 1

湯沸室 1 1
ａ
υ
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通所部門を有している施設の必要度の状況 (間 4.4)

通所部門の内訳 1.必要

2.どちらか
といえば必
‐
 要

3.どちらで
もない

4.どちらか
といえば不
要

5.不要 総数

学習室
う
０ 0 1 0 0 4

面接相談室 4 1 0 0 0 5

心理相談室 1 1 0 0 0
●
乙

カウンセリング室 1 0 0 0 0 1

′くティオ 1 0 0 0 0 1

プレイルーム 1 0 0 0 0 1

応接室 1 0 0 0 0 1

観察「編集室 0 0 1 0 0 1

観察室 0 1 0 0 0 1

教室 1 0 0 0 0 1

研修室 1 0 0 0 0 1

工作室 1 0 0 0 0 1

指導室 1 0 0 0 0 1

事務室 1 0 0 0 0 1

集団療法室 1 0 0 0 0 1

心理検査室 1 0 0 0 0 |

静養室 1 0 0 0 0 1

倉庫 1 0 0 0 0 1

調理実習室 1 0 0 0 0 1

湯沸室 0 1 0 0 0 l
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通所部門を有している施設の共有設備を有する施設数 (間 4.4)

通所部門の内訳 施設数
全施設数
に対する
割合 (%)

学習室 0 0.0

面接相談室
う
４ 105

心理相談室 1

う
０

カウンセリング室 0 0.0

パティオ 0 0.0

プレイルーム 0 0.0

応接室 0 0.0

観察・編集室 0 0.0

観察室 0 0.0

教室 0 0.0

研修室 0 0.0

工作室 1
う
０

Ｅ
υ

指導室 0 0.0

事務室 0 0.0

集団療法室 0 0.0

心理検査室 1

Ｅ
０

静養宇ァ 0 0.0

倉庫 0 0.0

調理奥習室 0 0.0

湯沸室 0 0.0

③間5各居室における面積、定員、在籍児童数等の状況

居室における居室面積、定員数、在籍児童数など (問5)

ケア形態 施設数

1室当り居室面積 1室当り居室定員数 1室当り在籍児童数
居室定員数当り居室
面積

平均
(ポ/室 )

標準偏差
平均
(人/室 )

標準偏差
平均
(人/室 )

標準偏差
平均
(ボ/人 )

標準偏差

大舎、中舎t小舎

小規模グルニプケア 2

※居室面積には居室内の専用部分 (トイレ・浴室等)は含まれていない。
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⑨問 6児童の部屋割り方法の考え方について

児童の部屋割り方法の考え方 〔年齢について〕 (問 6.1)

年齢について 施設数 構成比 (%)

1:同年齢層が同室になるこ
とを基本

2 10.5

2.異なる年齢層が同室にな
ることを基本    t 1

う
０

Ｅ
υ

311と 2を組み合わせること
を基本 ‐    | 31.6

4.特
い
にルールを設けていな 31.6

無回答 4 21.1

総数 19 100.0

児童の部屋割り方法の考え方 〔性別について〕 (問 6.2)

性別について 施設数 構成比 (%)

1.全員男女別の部屋割りを
基本     ■

ｎ
υ 100.0

2.あ る程度の年齢から男女
房1の部屋割りを基本 | 0 0.0

3:特にルニルを設けていな
い

0 0.0

無回答 0 0.0

総数
ハ
Ｖ 100.0

児童の部屋割り方法の考え方 〔男女別の部屋割りを行う年齢〕 (間 6.2)

施設数 勁
③

標準偏差

児童の部屋割り方法の考え方 0

児童の部屋割り方法の考え方 〔1室あたり人数について〕 (問 6.3)

1室あたりの人数について 施設数 構成比 (%)

1.中学生以上は個室 0 0.0

2.高校生以上は個室 1
う
０

3.特にル‐ルを設けていない 12 63.2

4.個室は考えていない 0 0.0

無回答
ａ
ｕ 31.6

総数
ハ
υ 100.0
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